
１２２ 

２ 鎌倉市エネルギー基本計画及び実施計画の推進 

 

（１） 推進体制 

両計画で掲げたエネルギー施策に係る事業は、環境、産業振興、都市計画、交通計

画、まちづくり、みどりなど、様々な分野に関連していることから、本市のエネルギ

ー施策を的確に推進していくために、平成 24(2012)年９月に設置した「エネルギー施

策推進委員会」によって、庁内で連携を図りながら目標達成に向けて施策を推進して

いきます。 

特に、鎌倉市エネルギー実施計画では、エネルギー基本計画に係る施策を網羅的に

掲載しており、これを基に把握した毎年の進捗状況は、エネルギー施策推進委員会に

報告することとなります。 

また、エネルギー施策の推進にあたっては、市民、事業者等、滞在者、行政がそれ

ぞれの立場において役割を認識し、行動するとともに、各主体が協働して取組を進め

ることが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７－１ 市民・事業者・行政の役割と協働 

 

 

  

  

協 働 

市民 

（個人、家庭、自治会、市民団体など） 

・暮らしの中の省エネ実践 

・住宅の省エネ、創エネ、蓄エネ対策 等 

行政 

 

・事業者としての省エネ実践 

・市施設での省エネ、創エネ、蓄エネ対策 

               等 

事業者 

（事業所、商店街、事業組織など） 

・ビジネススタイルの省エネ化 

・ビル等の省エネ、創エネ、蓄エネ対策 

等 

 

滞在者 

・交通機関や徒歩等に 

よる観光 

・ごみの分別や持ち帰り 

・節水     等 

 

連 携 



１２３ 

（２） 進行管理 

エネルギー基本計画の４つの基本方針に基づく各種施策については、毎年度、エネ

ルギー施策推進委員会での進行管理を行います。 

また、計画期間を平成 26(2014)年から平成 42(2030)年までの 17 年間としています

が、社会状況の変化等に適切に対応するため、市民や審議会等の意見を聞きながら、

少なくとも３年に１度の見直しを行うものとしています。これに伴い、エネルギー実

施計画についても、エネルギー基本計画の見直しに合わせ、掲載事業やリーディング

プロジェクトの見直し等を実施します。 

進行管理においては、目標の実現に向けてＰＤＣＡサイクルに基づき、取組の進捗

状況とその効果の検証を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７－２ 施策推進のための PDCA サイクル 

 

 

 

 

 

Ｐ＝Ｐｌａｎ（計画） 

・目標、取組、推進体制等に

ついて計画を立てる 

Ｄ＝Ｄｏ（実施） 

・計画に定めた取組を実施する。 

Ｃ＝Ｃｈｅｃｋ（点検・評価） 

・計画に定めた取組の実施状況

について確認、評価する。 

Ａ＝Ａｃｔｉｏｎ（見直し） 

・必要に応じて、取組み内容、

方法等の見直しを行う。 


